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活力とにぎわいのまちをめざして
(
仮
称
)
株
式
会
社

足
立
都
市
活
性
化
セ
ン
タ
ー

5月設立

大規模小売店舗法の改正をはじめ、
急激に変化しつつある商業環境。この
変化を受け止め、より 積極的に対応し
ていく ため、( 仮 称) 株 式 会社足立都市
活性化センタ ーが5 月 に設立されます、
この会社は、区と 足立区商店街振興組
合連合会とが中 心になり 、地元の商店
街 振興組合、東 京商工会議所、金融機
関、損害保険会社等の協力を得て設立
さ れる第三セクタ ー。商店街を中心と
し た区内中小企業者の各種活動を支援
するととも に、 商店街におけるまちづ
くりと区内の産業瘢興の推進を図るこ
とを目的とし た会社です。今回は、会
社の事業を「受託事業」「自主事業」「大
型出融資対象事業」に大別し、その概
要を 紹介します。

受

託

事

業

～
刄
次
の

事
菓
奮
竹
い
毒
y
。

マ
曙
審
の
皆
'兄

と
I
恷
超
つ
て
。

「
蘗
擶
9

荏
佗
ト
ト
畧
5
づ
く
n

骭
声

を
策
冥
¥

ヂ

▽
商
店
の「
共
同
店
舗
化
酊
胛
の
策
定

や
、
未
組
戦
商
店
街
の
「
法
人
化
」の

支
援
を
し
手

▽
商
店
街
の
環
茴
齎
章
粲
や
地
裲
と

一
体
と
な
っ
た
イ
ベ
ン
ト
事
業
の
補
助
　

金
甲
請
。
資
命
骭
画
の
作
嵎
な
ど
そ
5
　

憮
¥
チ

▽
商
業
振
興
夲
a
的
と
し
た
講
演
会
・
講

習
彖

鼎
乙

手

▽
且
瓩
テ
レ
コ
ム
、
N
T
T
タ
ウ
ン
ペ
ー
　

ジ
等
岑
莉
用
し
、
各
種
産
業
情
報
を
収
　

集
。
区
民
の
皆
さ
ん
に
無
料
で
鷽
U
　

求
y

自

主

事

業

商
店
街
の
振
興
を
中
心と
し
た
区
内

馨
男
振
興
の
な
め
に
、
次
の
事
業
を

行
い
零
罵

マ
企
羃
デ
ー
タ
ペ
ー
ス
、
商
店
街
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
な
と
、コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

夲
活
用
レ
た
庠
稟
情
報
シ
ス
テ
ム
を

開
発
し
、
壥
営
に
¥
ヂ

▽
区
の
畧
歌
や
金
融
機
関
等
の
駐
車
場

奮
酒
用
し
て
、買
い
惣
戳
王
・日
・

祝
已
に
利
用
で
膏
る
「
商
店
街
駐
車

場
」
を
爬
設
、
運
営
し
ま
す
。
な
お
、

買
い
物
を
し
て
い
な
だ
い
た
方
に
は
、

駐
車
場
無
料
サ
ー
ビ
ス
箜
蕋
抒
し

季
'

マ
商
店
恆
X
I

タ
ベ
ー
ス
を
傴
用
し
て

、

各
商
店
街
に
必
薯
な
業
種
の
店
舗
の
あ

っ
旋
鷽
行
い
ま
ず

▽
慙
闃
哲
y
ぶ
迢
琺
ど
に
よ
る
商
店
　

街
の
冩
?
広
告
事
單
l
諤
鐡
い
ま
　

す
▽
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
奮

活
用
し
て

、
商
店

等
の
顧
客
情
報
を
管
稈

し
、
ダ
イ
レ
ク

ト
メ
ー
ル
な
ど
一

腰

負
い
毒
歹

▽
そ
の
他
に
、「
会
社
ニ
ュ
ー
ス
の
弱
竹
」

「
損
害
保
険
の
猖

一芦

「
駐
卑
場
の
管

理
営
芭

等
も
笥

苹
定
で
す
。

大
型
出
融
資
対
象
事
業

中
學
小
売
商
業
振
興
法
の
高
度
化
事

業
に
痘
蛋
れ
る
と
、
商
店
街
振
興
組

命
や
こ
の
会
社
ほ
、
国
か
ら
補
助
金
ま

た
啄
出
資
金
が
豸
X

れ
ま
す
。
ま
た
、

そ
れ
ぱ
か
ひ
か
、
非
常
に
有
利
な
融
資

も
営
7
R

笛
夛
。

(靼

琵

冨

立
都
市
活
花

セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
れ
ら
の
制
度
'
m

用
し
て
、
商
エ
セ
ン
タ
ー
や
国
際
交
流

セ
ン
タ
ー
、コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
、駐

車
場
、
イ
ベ
ン
ト
広
堝
な
ど
の
商
業
某
盈

娩
毆
麥
鑾
覃
行
い
、
商
唐
街
の
活
動

童
又
援
し
て
い
空
事
'
。

な
芻
、
角
初
の
事
業
は
、
商
業
振
興
が
中

心
&
な
ひ
乖
ふ
、
順
次
、
工
業
を
ほ
じ
め
、

区
内
馨
雰
酘
に
拡
大
し
て
い
章
豕
歹
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・
商
工
振
興
　

課

酋
(
3
R
a

り
)
5
1
9
1

綾 瀬 駅 前

区
民
の
皆
さ
ん
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を

4
月
1
日
か
ら

施
設
使
用
料
が

値
上
が
り
し
ま
す

区
の
又
化
・
ス
ポ
ー
ツ
施

設
等
の
猖
江
留
召
は
、
昭

和
6
1年
拍
筥
に辰
定
レ
た
も

の
で
、
こ
の
閧
、
物
価
等
の

経
済
情
勢
の
澎
副
が
あ
n
ま

し
た
。

そ
こ
刄

消
費
者
物
価
の

卜
昇
率
等
を
泄
考
に
、
今
回
、

覩
腎
用
料
奮
嘔
l

久
ご

と
芦
¥
r

だ
。
晢
兄
の

鋤ヽ
駻
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
手

。

新
料
旌
、
平
成
4
年
t

月
L
只
安
謐
?
行

毒
y
。

な
'
a

用
料
が
吹
定
さ

れ
亟
毒
施
設
は
、
煕
を

お
り
で
す
。

▽
扛
会
教
音
鱧
、
区
民
ホ
ー

ル
等
の
又
化
擺
衰

▽
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

ース
ポ
ー
ツ
施
設

▽
吏
旦
高
原
衢
叭
罫
等
の

認
湎
設

く
ゎ
し
ぐ
は
、

ご
利
用

に
な
ゑ
驀
辰
へ
、
お
問
い

煢
笹
ぐ
だ
さ
い
。
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4
月
か
ら
新
た
に

1
日
号
を
発
行

現
在
、
5
日
・
a
n
2
5
R

戸
偕
月
3

回
曇
汀
し
て
い

る
「
あ
廻
ち
広
報
」。
4
月
か

鳶
呀

れ

に
即
へ

新
た
に
L
a
7

脅

じ

手

。

1
日
晋
ば
、
雑
誌
ス
タ
イ

ル
の
1
6ペ
ー
ジ
で

、
絎
号

ア

ー
マ
を
咬
っ
て
特
集
。
区
政

は
も
5
{

ん
、
地
域
に
密
着

レ
謚

鰉
覃

取
吁
二
に
Iげ
、
区

民
の
皆
麌
夕
'
£
)
に
4

・
4
夕

抵
叨
跖
冐

汞

す
。

ま
た
、
カ
ラ
i
な
と

も
ふ
ん
だ
ん
に
掲
載
し
、
読

み
や
y
ぺ
見
て
楽
し
い
広

報
誌
に
尽
ひ
手

。

晢

兄

の
ご
家
庭
に
は
、

毎
月
、
前
月
末
か
ら
ジ
ル
バ

人

材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
が

お
瑟

け
し
"
ヂ

。
お
楽
レ

か

に
。

A
広
報
課
V

宿
泊
施
設
の
受
付
場
所
が

4
月
か
ら
変
わ
り
ま
す

ハ
ガ
キ
は
6
月
利
用
分
申
し
込
み
か
ら

4
月
か
梟
a
の
宿
泊
施
設

の
甲
し
叺
冱
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
公
社

の
各
施
設
で
行
い
求
y
。

申
込
・
霊
屋
血

①
甲
込
専
用
(
ガ
キ
を
購
入

し
、
必
要
事
項
鷽
記
入
し
て
、

各
公
社
壽
聚
殖
口
へ
郵
送
、

衷
ほ

茘
佰

持
ち
く
だ
さ

い
。

②
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る

勧
鷽
佇
い
、
結
果
は
(
ガ

キ
で
堰
知
し
ま
夛
。

③
当
選
し
た
方
・・当
選
(
ガ

キ
盒
霎
し
て
、最
寄
口
の

公
社
窓
口
で
料
命
蔘
払
い
込

ん
で
ぐ
だ
さ
い
。

④
蘿
選
・
空
き
轡
慢
気
の

方
…
第
1

巌
a

か
ら
公
社

窓
口
で
客

は
卜
¥
ヂ

。

ま
た
、
「あ
い
ネ
ッ
ト
で

叭
挈
約
可
能
。な
覡
第
1

金
曜
叺
か
ら
ほ
、各
公
社
戛

設
で
電
話
予
約
黔
¥
t
。

予
約
幌
3

日
間
9

ぢ
に

最
寄
ひ
の
公
社
窓
口
で
料
金

奔
祚
込
ん
で
ぐ
が
き
い
。

※
申
し
込
み
専
用
(
ガ
キ
は

各
公
杠
厠
設
刄
黶
じ
て
ぃ

圭
ま

蔔
円
)
。

6
月
利
用
分
か
梟
勇
に
　
(

ガ
キ
の
甲
込
期
間
は
、a

月
利
用
分
が
4
月
-
1
0

日
、7
卜月
利
雰

で

倚
I

…筥
。
前
々
月
り
L
L
1
0

日
ま
で
が
甲
込
期
間
で
す
。

問
合
せ
先

▽
宿
泊
旆
誣
の

申
込
方
法
に
つ
い
て
…
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
・
ス
ポ

I
ツ
公
社

霓
5
6
8
6
)
2
5
0
0

▽
伊
豆

高
原
あ
だ
ち
荘
・・・
中
央
本

町
庁
舎

罠

偃
唇

廣

課
庶
務
係

豐
(
3
8
8
0
)
5
1
2
1

▽
湯
河

原
あ
だ
ち
荘
・・・
中
央
本
町

庁
舎
・
牛
清
蛙
噪
区
民
　

生
活
係
昔
(
3
8
8
0
)
　

5
1
?
1
▽
上
総
濟
健
　

康
学
園
。日
光

環
林

間
学
園
・・
未
庁
舎
♀

住
)
・
校
外
学
園
係

▽

靡
泗
野
外
レ
ク
リ
エ
ー
ジ

ョ
ン
セ
ン
タ
ー
:
本
庁
舎

(千
住
)
・
体
育
管
抑
葆

※
本
庁
舎
(
千
住
)
は
、
い

ず
れ
も

霓
3
8
8
2
)
L
L
L

㈹

琴
昌
T
a
か
ら
、″
罠
事

務
所
皐
罕
住
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
で
は
。
保
養
所
の
事

莠
は
取
口
扱
い
豈
刄
。

崑
黛
野
外
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
了
・
政
月

利
用
分
の
甲
に
t
x
は
、
体

育
課
で
行
い
ネ
y
。
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生活環 境

苗

木

の

プ
レ
ゼ
ン
ト

苗
木
を
育
て
て
み
ま
せ
ん

か

。
ベ
ラ
ン
ダ
や
庭
先
の

「
み

ど
り
」
を
墸
や
し
て
い
た
だ
く

た
め
に

、
苗
木
奪

ロ

セ
ン
ト

し
手

。

・

個
人
配
布

苗
木
の
種
類
サ
ザ
ン
カ
(
高
　

さ
9
0
`
)
、キ
ン
モ
ク
セ
イ
　
　

(高
さ
∽
m
)

、
サ
ツ
キ
(
高

さ
3
0
m
)
、
実
梅
(

高
さ
9
0
　
m
)

、
ヒ
メ
リ
ン
ゴ
(
高
さ
1
0
0
　
m
)

※
配
布
予
定
本
数
合
計
1
万
本

(
申
込
多
数
の
場
倥

猛
遑
)

配
布
会
場

表
よ
y

お
り

申
込
方
法

往
復
(

ガ
キ
に

「
個
人
苗
木
配
布
希
望
い
、住

所

。
氏
名
、
電
話
番
号
、
希

望
の
樹
種
(

構

幕

霍
　

で
)
。希
望
配
布
会
場
卮
明
記

誕
生
・
新
築

に
記
念
樹
を

赤
ち
ゃ
ん
の
誕
生
、
ま
に
は

新
築
の
記
念
に
苗
木
夲
ヲ
レ
ゼ

ン
ト
y
l

。

・
誕
生
p
豕
樹

対
象

平
成
3
年
辺
月
以
降
に

生
まれ
、
引
渮
貭
き
区
内
在

住
の
方

苗
木
の
種
類

紅
梅
(
高
さ
9
0
　
m
)

、
白
(
ナ
々
弐
キ
(
高
さ

9
0
m
)、
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
(
高

さ
6
0
9

配
布
本
数

よ

卜
本

申
込
方
法

戸
籍
届
出
時
に
お

配
卩
辰
隋
定
の
(
ガ
キ
に

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

子
供
の
名
前
、
生
年
月
日
、

希
望
の
樹
學
汳
明
記
し
、
切

手
參
ほ
っ
て
お
申
し
込
み
ぐ

だ
さ
い

・
新
築
記
念
樹

対
象

罰
㎡
以
上
の
敷
地
に
、

新
築
、胥
ほ
増
改
築
し
て
、

緑
化
酊
雁
書
の
提
出
か
、
緑

化
指
溝
盆
び

れ

た
方

苗
木
の
種
類

そ
め
い
よ
し
の

(戞
品
ぶ
程
度
)

配
布
本
数

人

器
本

申
込
方
法

緑
化
係
よ
ひ
郵
送

袞
忿
(

ガ
キ
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い

I

い
ず
れ
も
ト
ト

配
布
日
程
こ
蕩

黝
1
・
2
　

り
と
お
り

申
込
期
限
4

月
2
5日
必
着

申
込
・
問
合
せ
先

水
-
纒
の

公
社
・
緑
化
房
賃

〒
1
2
0
　

綾
瀬
2
-
3
0
-
6

き
(
3
尚
8
)
8
1
2
6

細
街
路
整
備

助
成
制
度

区
内
の
退
路
に
は
、
幅
員
が
4
m

に
満
た
な
い
も
の
が
約
瓸

に呎
あ
2

ヂ

。

建
霏
霏
(
傷
合
に
は
、
最

低
t
m
以
上
の
道
路
に
顰
T
む

冫

か
法
律
で
定
め
叭
れ
て
い

ネ
y
。

ま
た
、
道
路
が
狭
い
と
繋

急

車
両
等
が
通
れ
な
い
な
ど
、
安

全
や
圧
環
境
上
の
問
覗
砒

ぢ

ま
す
。

区
で
ば
、こ
れ
ら
の
問
題
を

解
決
寸
気
だ
め
、細
街
路
輅
胥

助
成
条
例
を
定
め
て
い
宋
罵
　

こ
の
条
例
に
基
つ
き
、牛
活

道
路
椚
と
し
て
、
「細
街
路
計
回

胛
素
侭
y
処
。

細
街
路
整
備
助
成
制
麌
は
、

こ
9
齡
図
で
指
定
さ
れ
て
い

る
路
線
Q
廻
路
拡
幅
や
新
設
整

酋
昂
戞
区
が
助
成
t
腦
度

で
歹
。

さ
ら
に

、
東
京
都
建
築
安
全

条
例
に
よ
る
角
敷
地
の
す
み
き

息

芬

の
整
備
用
地
に
つ
い
て

は

「
す
み
き
O
命
励

辞

制
度

参

胄

汞
7

。

安
令
で

忸
適
蜃

畧

づ
く
り

童

麦

だ

め
に
、
衵
盾

翩
異

に
ご
理
蓼
と
ご
協
力
彖

齟

い

し
手

。

申
請
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
♀
　

住
)
・
ま
ち
づ
く
箟
諷

表1 個人配布

※ い ずれも、正午～午後3 時

表2 誕生・新築記念樹

※いずれも、午前10時～正午

生

活

発
行
し
ま
す

区
民
葬
儀
利
用
券

区
で

は
、
軽
い
負
担
で
の
簡

素
な
蓖
簔
奮
黒

芳

に
、
区
民

葬
恤
利
用
警
邏

狎

し
て
い
ま

す

。
発
行
場
所

中
央
本
町
庁
舎
・

戸
籍
課
、真

味

本
庁
舎
♀

住
)
・
千
住
区
民
事
務
所

申
込
方
法

死
亡
萼
匳

番
(
死

亡
屆
)
、ま
た
は
火
葬
許
可
書

夲
環
罘
し
て

、
葬
儀
券
忝
受

け

、
区
民
葬
鑛
取
り
扱
い
業

者
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い

。

費
用

葬
祭
具
、
霍
柩
(
れ
い

き
ゅ
う
)
車
、
火
葬
な
こ
の

ラ
ン
ク
に
よ
り
約
1
1万
円

1
2
7万
円
の
羆
喟
譱
べ
ま

す
。

※
こ
の
は
か
諸
経
費
、消
費
税

が
必
要
に
な
り
汞
y
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

戸
籍
課

容
(
3
8
8
0
)
5
0
5
1

福

祉

言
語
相
談

言
語
訓
練

希
望
者
募
集

東
部
障
齋
莅
燮
-
セ
ン
タ

ー
で
は
、
身
体
障
害
者
の
リ
(

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
関
寸
気
彰

門
想
緊
行
な
っ
て
い
康
司
　

今
回
、豆
擬
法
士
に
よ
る

一謳
箱
談
・一疆
訓
練
の
希
望

耆
籥
集
し
康
司

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

問
合
せ
先

東
部
障
害
福
祉
総

合
セ
ン
タ
ー
・
事
業
係

容
了
6
8
2

ご
9
7
0

障
害
者
の
方
に

福
祉
タ
ク
シ
ー
券
交
付

対
象

区
内
に
住
所
の
あ
る
身

体
障
堂
旱
嗜
簒
持
ち
の

方
刄

次
の
い
ず
れ
か
に
該

祟
忝
万

マ
下
肢
紊
は

体
幹
機
能
障

害
の
L
廴
贏
の
万

マ
視
覚
障
害
-
1
級
の
万

▽
内
部
機
能
障
害
L
級
の
方

※
呉
七
、
自
動
車
燃
料
費
の

助
成
奮
又
け
て
い
る
万
は
。
夕

ク
シ
ー
券
は
受
け
ら
れ
ま
せ

ん
。な

お
、
本
年
t
月
か
ら
タ
ク

シ
ー
券
が
苳
冐
t
t

。
交
付

で
霤
言
も
後
記
9
5

に
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

手
続
き
方
法

本
人
ま
麗
ば
代

理
の
方
が
、
必
ず
身
体
障
害

者
手
帳
と
印
か
ん
を
持
参

し
、
交
付
場
所
へ
お
い
で
ぐ

だ
さ
い

交
付
日
時
4
月
1
4
日
～
1
7
　

日
、午
前
9
時
～
午
嘩
蒔
　

即
が
(
正
午
卜
午
後
廴
時
の

間
岑
啄
く
)

※
交
付
日
に
来
ら
れ
な
い
方

は
、4
月
2
0
Eか
ら
随
時
交
付

し
ま
す
。

交
付
場
所
・
問
合
せ
先

本
庁

舎
♀
住
)
・
障
害
裼
秕
係
、

ま
た
は
各
福
祉
事
務
所
(
表

3
)

表3
募集お

さ
ら
い
教
室

生
徒
募
集

お
さ
ら
い
教
室
で
は
t
月
か

ら

の

新

入

牛
莟

一
葉

に
¥

ヂ

。

経
験
豊
哥
芫
小
学
校
教
師

が
指
導
し
豕
y
。お
子
さ
ん
の

補

習

に

お

役

立

て

呉

吉

い

。

内

容

表
4

の

と
お

り

申

込

・

問

合

せ

先

シ

ル

バ

ー
　

人

材

セ

ン

タ

ー

a
(
s

・
Q‥一
J
り
こ

り
I・
J
c
I

表4

表4

おさらい教室生徒募集

す
ま
い

区
営
住
宅

入
居
者
募
集

区
傚
俚
宅
(

空
き
冢
)
り
(

居
者
奩

霍

じ

康
司

募
恵
尸
数

第
一
種
一
般
世
帯

向
き
…
2

戸

募
集
住
宅

ヱ
(
月
二
丁
目
第

3
ア
パ
ー
ト
・
:
1
戸

▽
新

田
三
丁
目
ア
パ
ー
ト
ー
:よ
尸

対
象

申
込
ら
現
在
、
区
内
に

1
年
以
上
居
住
し
て
い
る
万

申
込
用
紙
交
付
・
申
込
受
付
期

間
3

月
2
3日
盂

百

申
込
用
紙
交
付
湶
所

本
庁
舎

♀

住
)
・
都
市
計
画
課
管

殫
葆

、
ま
ち
づ
く
り
公
社
、

各
区
民
事
務
所

※
く
わ
し
く
は

「
申
し
込
み
の

し
お
り

」
袤

鯊

く
だ
さ
い

問
合
せ
先

本
庁
舎
(
千
住
)
　

・
都
市
計
画
課

す
て
な
い
で
紙
パ
ッ
ク

紙
パ
ッ
ク
の
回
収
を
始
め
ま
し
た

牛
乳
パ
ッ
ク

。
B
j
i
の
紙
で

出
来
た
物
は
、針
葉
`
邪
原

料
芦
処
卜
質
の
パ
ル
プ
か

皀
沢
れ
て
い
聿
y
。

紙
パ
ッ
ク
を
覃

にす
に
、

も
う
一
度
加
工
す
れ
ば
、
ト

イ
レ
ッ
ト
ベ
ー
パ
1
な
こ
の

新
し
い
智

茗

し
て

、
私
た
I

来
る
の
で
瓦

区
で
は
、
区
民
惠
血
訴
な

ど
の
区
の
施
設
に

「
紙
パ
ッ

ク
回
収
ポ
ス
ト
」
蚩
獸
置
し

て

、
紙
バ
ッ
ク
の
回
収
費
始

め
軣

だ

。

ご
剽

傴
顯

い
¥

ヂ

。

金
紙
パ

。
ク
の
扱
い
方

マ
飲
み
終
っ
た
ら
中
を
昃
　

い
季
y

▽
(
サ
ーゐ
吮
こ
で
一
枚
に

開
き
手

▽
よ
く
鴕
が
し
て

、
閧
い

た
ま
ま
の
形
で
回
収
ポ
ス

ト
に

4
回
収
で
き
な
い
も
の

▽
内
側
が
ア
ル
ミ
コ
ー
ト

さ
れ
た
も
の
や
、
茶
色
の

紙
パ
ッ
ク

▽
沺
㎡
未
禹
り
も
の

マ
洗
つ
て
な
い
も
の
や
、

乾
い
て
い
な
い
も
の

▽
カ
ビ
が
生
え
た
り
、
汚

れ
の
ひ
ど
い
も
の

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁

舎
・
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
係

啻
(
a
)
R
T
9
9

紙パック回収ポスト

紙パック 回収ポ スト 設置揚所・受付時間( 第1次設置分)

ひ
ろ
ば

=
催
し
物
=

ご
中
川
短
縮
マ
ーフ
ソ
ン
大
会
4

月
5

日
(
日
)
、
午
前
1

時

叩
分
～
/
中
川
堤
防
コ
ー
ス
3

・
4
・
6
㎞
/
中
津
生
以

上
/
大
人
覬
円
、
中
学
伍
4
0
0 円

/
森
田
昔
(
3
6
2
8
)
y

ご
婦
人
倫
理
講
演
会
「
女
性

の
は
た
ら
き
」―
品
苜

亘
、
午
後
螽
A
時
4
0

分
/
産
業
振
興
館
/
講
師

山
内
雄
二
氏
/
名
倉
豐

(
a
)
4
d
5
6

※
先
着
順
で
、
1
団

体
1
事
業
、
3
ヵ
月

間
再
掲
載
不
可
。

投
稿
先
・・・
広
報
課

掲
示
板

◆
技
能
向
上
課
程
『
3
級
簿

記
』
科

日
時
4

月
1
0
E
1
6月
3
　

日
の
月
、
水
、
金
曜
日
、

午
後
1
時
卯
分
廴
螽
瓱

分

定
員
5
0

人
(

先
着
唄
)

費
用
3

千
円

受
付
期
間
3
月
1
6
日～
1
9
　

日
、
午
前
1

時
～
午
後
7
　

時
申
込
・
問
合
せ
先

足
立
高

等
職
業
技
術
専
門
校

魯
(
3
6
n
5
)
6
1
4
S

今
下
水
滿
腮

小
菅
分
室
の
電

話
番
号
が
3
月
2
1臼
午
後
1

時
か
ら
変
わ
り
ま
す

▽
下
杢
君
料
金
に
つ
い
て

霖
(
5
6
a
u
)
6
a
a
1

1
>
排
水
設
備
工
事
に
つ
い

て
魯
(
Q
り
8
0
)～

3
2
▽
水
質
規
制
に
つ
い

て
酋
(
p
り
8
0
)
6
3

a
▽
助
成
金
に
つ
い
て

豐
(
5
Q
爻
u
)
6
q
χ
j
4

最近、足立区内 で「ひったくり。」が多 発し ています。お 気を付けく ださい。 ★持ち物は、肌身 はなさずスキみせず。 千住・西新井・綾瀬警察署
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健
康
精神

保
健
講
座

青
年
期
の

心
理
を
考
え
る

孟
聊
ぽ
な
い
/
大
人
に
も

な
叮
き
れ
な
い
。
生
意
力
受
見

定
め
る
一
か
困
難
な
時
代
に
、

自
分
が
思
ふ
螽
ん
で
い
る
青

年
期
の
皆
六
ん
。
う
ち
の
子
は

何
を
珊
え
て
い
る
の
?
?
お

っ
し
ゃ
る
ご
両
親
。
人
喘
'
}
ん

な
過
程
で
万
人
に
な
る
の
か
一

緒
に
勉
強
し
刄

営

眷
ん
か
。

日
時
l

月
匐

只
月
)
、
午
後

1
時
廴

蒔

講
師

星
一
郎
氏
(
都
立
梅
ヶ

丘
病
院

心
理
療
法
士
)

官
員
5
0
人
(
先
着
順
)

費
用

無
料

申
込
方
法

電
話
予
約

慂
?
申
込
・
問
合
せ
先
中
　

央
本
町
保
囑
相
談
所

昔
(
3
8
8
0
)
5
3
5
1

3
歳
児
聴
覚

検
診
を
実
施

4
月
か
ら
、
内
科
健
鑿
零
王

体
と
台

検
豕
佩
瓦
て
筴
癇
r
羊
子
。

対
1

誕
生
日
の
翌
月
奮
目
途
に
通
知
k

手
。

実
苓
契
萼
丘
U
ぐ

は
、
各
保
偃
7
保
健
相
`
聊

に
お
問
い
命
わ
臂
S

き
い
。

みんなの健康
足立保健所**3855- 4151干住保健所03888- 4277
江北保健相談所a3896- 4〔X34
東和保健相談所03606- 4171
中央本町保健相談所03880- 5351
絎舎( 干住) ・隧予防係113882- 1111㈹

仕
事

保
育
園

臨
時
職
員
募
集

申
込
資
格
1
8

歳
以
贔

蔬

く

ら
い
ま
で
の
健
豕
な
万

勳
蕾

蓆

各
区
立
保
育
園

勤
務
職
偐
及
び
時
間

▽
岸
休

・
病
欠
代
賛

莖
ま

隘

路

食
調
理
…
午
前
且

堽

芬

～

午
後
互

咒

芬
(

土
曜
日
は

午
後
L
時
叩
分
ま
で
)

▽
土
曜
日
保
母
・
土
曜
日
給
　

食
用
務
・
・
・
午
前
旦
叭
芬
～
　

午
後
1
2
時
叩
分

マ
特
例
保

亶
薑
・
・
・
午
前
T
時
叩
分
～
　

9
照
雰
布
ひ
午
後
t
時
　

廴
&
芯
我
ら
か
で
も
可
)
　
　

マ
ー
歳
児
用
務
:
牛
前
1
　

時
～
午
後
t
時

賁
金
等

区
の
規
定
に
よ
る

※
住
所

、
氏
名
、
連
絡
先
等
を

登
録
し

、
欠
員
が
膏

じ

だ
い

連
絡
に
¥
チ

。
登
録
は
常
時
受

け
尽

仁
そ

い
祟
罵

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
(
千

住
)
・
保
育
第
一
係

竹
の
塚
保
育
園

非
常
勤

職
員
募
集

勤
務
日
時

月
生

曜
日
、
午

彎

蒔

植

了

ヱ

飄

芬

勤
務
場
所

竹
の
筱
保
育
園

(
竹
の
筱
三
丁
皀
)

応
募
対
象
保
母
の
資
格
を
哥
　
t

男

応
募
人
数

人

採
用
日
4

月
(

予
疋
)

給
与

月
額
1
2万
1

千
円
(
交

通
貫
支
給
、
社
会
保
険
、
雇

用
保
険
加
入
)
3

年
度
実
績

応
募
方
法

呱
猥
窓
口
へ
履
歴

書
持
参
(
自
筆
で
写
真
貼
付
)

応
募
期
限
3

月
2
3
E

応
募
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
(
千

住
)
・
保
音
譌

一
係

税

金

納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か

平
成
3

年
度
特
別
区
民
税
・

都
民
税
第
4
期
分
乖

と

、
軽

自
動
車
税
の
納
期
限
が
、
す
で

に
過
羣
に‘い
ま
す
。
納
め
て
い

な
い
方
は
、
至
急
駟
め
て
ぐ
だ

さ
い

。

-金
(

年
率
1
4・
6
%
)

が
加
算

会

いる
だ
け
で
な
ぐ
、
殫
雨
右

な
ぐ
濳
駟
萇

と

、
羔
瑁
え
な

ど
の
処
分
夲
受

け
る
'
にと

に
な
2

チ

。

特
に
平
成
2
年
度
以
前
分
を

納
め
て
い
な
い
方
は

、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

な
お
、
特
別
な
事
情
で
納
め

る
冫
こ
が
困
弊

蕩

今
や
ご
不

明
な
R

が
蒭
¥
n

た

ら
、
至

急
ご
相
談
く
だ
さ
い

。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

納
税
課

S
(
3
8
8
0
)
5
0
9
6

お急ぎください

原付自転車の

廃車・名義変更

次
9

今

な
原
動
機
付
自
転

車
は

、
廃
車
届
ま
た
は
名
義
変

更
届
を
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
こ
わ
れ
て
乗
れ
な
い
も
の

▽
裔
豕
れ
て

、
今
ま
で
竟
つ

か
っ
て
い
な
い
も
の

▽
届
け
出
を
し
な
い
で
、
充

っ
た
り
、
譲
っ
た

い
た
ち

の▽
解
体
レ
た
も
の

手
続
き
に
必
要
な
も
の

▽
ナ
ン
バ
ー
プ
レ

ー
ト

マ
標
識
交
付
証
明
書

(
盗
難
・
紛
失
の
場
合
ば
、
係

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
)

▽
印
か
ん

※
3
月
3
1日
ま
で
に
廃
車
・
名

義
奮

齎

を
し
な
い
と
、
平
成
4

年
畧

讐
畆

車
熱

鈑

税
さ

れ
ホ
歹
。
他
人
に
譲
っ
た
方
、

廃
車
届
奮
代
理
人
に
依
頼
し
た

方
は

、
必
矛
廃
車
里

星

付
霽

の
嗄
認
を
し
て
ぐ
だ
さ
い

。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

軽
自
動
車
税
係

a
(
3
8
8
0
)
5
0
8
8

年

金

4
月
の

ね
ん
き
ん
相
談

日
時
4

月
1
日
(
水
)
、
午
前

1
0時
～
午
後
屁
堽
芬

場
所

中
央
本
町
1
7

鼎
、

国
民
年
令
課
前

内
容
年
金
に
つ
い
て
の
ち
ょ
　

つ
と
し
a
簡
や
刄
安
稾
　

な
心
配
事
に
、足
立
社
会
保
　

密
霞
胼
の
但
同
冥
蚯
え
　

ネ
y

※
「ね
ん
き
ん
相
談
コ
ー
ナ

ー
」
は
、
毎
月
第
一
水
曜
日
に

開
設
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

国
民
年
盒
糶
進
係

き
(
3
8
8
0
)
5
0
6
1

ね
ん
き
ん

出
張
相
談

毎
月
皆
さ
ん
の
お
近
ぐ
で
出

張
相
跛
が
仔

つ
て
い
ネ
罵

年
金
の
仕
羂
み

や
手
続
き
、

保
険
料
の
支
払
い
方
法
な
ご
、

齏

粢

汞

な
相
談
に
こ
な
凡
ま

す
。
ご
つ
ぞ

、
お
気
軽
に
ご
利

用
ぐ
だ
さ
い

。

な
お
、
相
訳
レ
た
い
が
時
間

中
に
い
け
な
い

、
謇

忌

寺
に

す
気
亨
にと

が
で
膏
な
い
、
そ
ん

な
万
に
は
、
お
宅
へ
直
燎
フ
か

が
い
孚

。
ぎ

廡

年
金

推
進
貝
ご
単
莉
用
ぐ
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

国
民
年
金
屎
推
麌

昔
(
3
8
8
0
)
8
6
1

ねんきん

保険料免除期間
終了のおしらせ

平
成
3
年
度
、
国
民
年
命
葆

険
料
の
象
黻
を
甲
臍
に忿
怨

さ

れ
た
方
(
誉

表

莟

む
)
は
、3

月
で
免
除
期
間
が
終
了
に
な
2

ヂ

。

平
既
4
年
麌
忌
ぎ
綉
き
免

除
灸
希
望
す
る
方
は
、4
月
始

め
に
送
る
前
期
納
付
書
に
、
『
免

除
申
請
『
ガ
キ
』
を
同
髫
に
ま

す
の
で
ご
忌
覃
受
粱
鳶
由

今
`
わ
し
く
記
入
し
、押
印
の

う
兄
、a
月
末
ま
で
に
送
付
し

て
く
だ
ざ
い

。

学
生
の
方
は
、
学
校
名
・
学

校
Q

笘

廸

等
の
記
入
叭
忌
れ

ず
に
お
願
い
に
羊
子

。

な
お
、『
免
除
申
請
『
ガ
キ
』

が
同
封
さ
れ
て
な
い
方
で

。
免

除
奮
莖
季
ゑ
芳

は
。4
月
以

降
に
、
区
忿
で

区
民
事
務
所

の
窓
口
で
申
請
し
て

ぐ
だ
さ
り

免
険
申
請
に
必
要
な
も
の

▽
印
か
ん

▽
国
民
隻

早

帳

学
生
の
方
は
、こ
の
ほ
か
に
　

▽
罍
生
証
(
コ
ピ
ー
可
)
　

▽
釼
冫
″
ほ
な
れ
て
い
る
方
　
　

は
、
親
Q
雲
麝
y
ぴ
控
　
　

除
額
の
わ
か
る
も
の
(

源

泉
徴
収
票
・
課
税
証
明
等
)

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

国
民
年
金
課
保
険
料
係

昔
(
3
8
8
0
)
5
1
6
1
　

「
緑
の

羽
根
」

募
金
に
　

ご

協
力
を
/

3
月
1
日～
5
月
3
1
日
　

水
二
靫
の
公
社
で
私
4
a

付

け
て
い
ま
す
。
ご
協
力
夲
お
願

い
し
l
y

。

問
合
せ
先

水
こ
輙
の
公
社
　

容
(
3
8
3
8
)
8
1
2
6

ねんきん出張相談日程

第6 回
――河川懇談会を開催

～ワースト1 脱却に
向けて力強い歩み～

区
Q
墨
彩
南
北
に
流
れ
る

「
日
本
一
汚
れ
て
い
る
川
」
と

さ
れ
る
一
楹
凹
川
綾
瀬
川
。
何

芸
鰐
虱
皐
上
に
向
け
f
に
液
善

恋
凶
る
7
べ
昭
和
6
1
年
に
建

設
-

治
体
が
対
策
奮
粐
X

弓

懇
談

会

蕋

置
」
羮

」‥
だ

。

6
年
目
吸
肇
殳
岑

年
は
、

葛
飾
区
で
会
合
が
訌

笂

、
こ

の
F
年
間
の
活
動
石
今
後
の
万

針
に
つ
い
で
政
U

合
い
声
‥
だ

。

概
略
は
廼
y
お
り
冫
t
'
。

マ
水
質
の
吹
善
は
ほ
ぽ
酊
圃
ど
　

有
涎
行
中
。
内
匠
繿
枅
迸
　

で
は
、
第
-
1
期
の
目
櫞
麥
ク
　

リ
ア
ー
し
て
い
ネ
歹
。

▽
西
暦
2
千
年
奮
日
憚
に
旛
竹

中
の
水
質
燔
化
計
回
の
第
F
　

次
計
回
が
9
3
年
に
終
了
」
汳

す
。
そ
こ
で
今
後
の
計
回
に

つ
い
て
本
年
か
ら
見
匱
し
の

作
業
に
入
2

チ

。

マ
下
丕
卮
の
普
及
率
も
第
↓
期
　
-

忌
堰
し
で
罵

▽
区
民
の
皆
さ
ん
の
参
加
が
多

ぺ

好
諏
恥
辱
て
い
る
「
綾

瀬
川
i

み
ん
な
で
水
質
調

芦

を
豬
続
し
て
開
壟
灸
'

▽
河
川
浄
化
公
曜
早

良
だ

め

本
年
中
に
綾
瀬
川
放
水
路
の

試
囎

蓼

澎
弓

つ
。
ま
た
、

河
川
の
唇
靈
7

毟

股
(
2

ヵ
所
)の
設
置
曇
肛
響
る
。

マ
下
蛋
祗
胥
に
よ
盃
阿
川
の

水
の
減
少
対
策
や
護
岸
等
の

1

な

河
川
環
境
対
策
の
橙
要
性
に

つ
い
て
も
訊
r
西
い
ま
した

念
緊
‘。
綾
瀬
川
水
質
浄
化

計
画
奮
里
に
し
、
関
係
機
関

と
協
力
し
て
積
頸
刄
捨
勳
を

し
て
い
き
ま
す
。

写
碵
曼
こ
襃
勣
の

ほ
か
に
垳
川
や
毛
長
川
で
浄

化
実
耿
屁
と
に
取
口
誑
ん
で
い

李
y
。

河
川
の
浄
化
に
は
鳫
裲
の
事

業
者
や
住
民
の
万
の
協
力
が
必

要
で
T
o
Q

にろ
の
ち
ょ
つ
と

し
た
心
つ
か
い
で
川
へ
り
貝
担

を
蓼
孚
冫
'
にが
で
耋
'
チ
。

く
わ
し
ぐ
は
、
水
質
調
杏
葆

昔
(
3
8
8
0
)
5

“
7
5
へ

有
料
広
告
を
募
集
し
ま
す

「
リ
ブ
・
イ
ン
(
く
ら
し
の
便
利
帳
)
」

区
の
仕
事
や
旆
弼
?
、

暮
ら
し
に
役
立
つ
情
報
を
満

載
し
た
「
リ
ブ
ー
イ
ン
(
く

ら
し
の
便
利
帳
)
」
。
区
で
は
。

こ
の
冊
子

写

蹌
'
にと
に
収

訂
し
、
区
内
の
余

栴

に
配

布
し
て
い
ホ
歹
。

今
回
、
9
月
上
旬
唇
竹
予

定
の
げ
ブ
ー
イ
ン
‰
推

載
す
る
、
介
票
屁
こ
の
広
告

夲
募
笋
¥
ヂ
。
ご
希
望
の

方
は
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い

。

広
告
掲
載
某
渾

▽
掲
載
ペ
ー
ジ
…
表
2
・
3
・

4
(
裏
表
紙
)
む
轟

笨

文
中
の
指
定
ペ
ー
ジ
。
希

望
ず
る
ペ
ー
ジ
が
重
憚
し

た
場
合
は
、
調
整
の

冫
凡

掲
載

▽
杢

幹

彳

ズ
・
:
A
t
版
、

杢
乂
1
2
0
ペ
ー
ジ
(
予
定
)

▽
規
格
・
掲
載
料
・
;
別
表
の
　

と
お
り

▽
希
葷
麦

芳

に
は

、
実
費

刄

取
下
奎

延

回

手

譽

岳

原

本
文
と
同
色
。
色

は
未
定
で
す

。

掲
載
で
き
な
い
も
の

▽
リ
ブ

ー
イ
ン
の
公
共
性
、

そ
Q

品
位
盒

零

お

そ
れ

の
萱

も

の

▽
風
俗
営
業
等
の
規
制
、
お

よ
ぴ
業
務
Q

滔
正
化
等
に

関
玄

暴

律
第
冫
条
に
掲

1の
▽
歡
握
i

、
宗
教
活
動
、

音
實
改

告
、
個
人
宣
伝
に

か
R
y

も

の

▽
そ
の
他
、リ
ブ
ーイ
ン
に

掲
苹
T
訶
否
と
し
て
妥

{
で
な
い
も
の

発
行
予
定
部
数
2
8
万
部

申
込
方
法

広
報
課
所
定
の

申
込
用
紙
に
記
入
り
口
入

叛
蛩
刄
ほ
直
接
窓
口
へ

申
込
期
限
3

月
3
1日
消
印

有
効

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎

(千
住
)
・
広
報
課

〒
圀
千
住
1
4
-
1
8
　

酋
(
3
R
8
2
)
I

よ
㈹

別表 掲載広告の規格・掲載料

〈訂正とおわび〉3 月5 日 号の4 面の施設めぐりの問い合わせ先の電話番号が( 3888) 5191 となつていましたが、
( 3880) 5191 の誤り でし た。関係者ならびに利用者の方にご迷惑をおかけしたことをおわびし 訂正します。〈広報課〉

－
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第
4
5回
都
民
体
育
大
会

足
立
区
予
選
会

・

陸
上
競
技
大
会

日
時
i
鳬
貝
日
)
、
午
前
　

轟
～
午
後
4
(
雨
天
の
　

變
ほ
t
月
2
6
日
)

婿

平
野
運
動
場

対
象
区
内
琵
?
在
勤
・
在
　

学
で

、
1
4辧
T

の
方

費
用
ヱ
般
・
・
・
聊
円
(
じ
　

I
は
椢
円
)
マ
中
誉
干
　

剳
肖
(
口
冫
・
-
は
网
円
)

申
込
方
法
i
a

匐
只
月
)
、

第
1
6
中
学
校
で
り
り
れ
る
プ
　

ロ
ざ
フ
ム
編
成
会
に
費
用
を
　

持
参
。
か
だ
し
、
i
入
末
満
　

の
団
体
は
現
金
責
聨
&
苛

申
込
期
限
t
t
a

桴

申
込
・
問
合
せ
先

鈴
木
澄
夫

〒
跏
千
佯
瓸
町
3
8
-
L
第
1
6
　

中
学
校
内

豐
(
a
)
6
4
3
6

・
柔
道
大
会

日
時

か
a

匐
は
(日
)
、
午
前

旦

堽

芬

讚

東
京
茗
謹

対
象
小
t
車
以
上
の
、
区
内
　

在
住
・
在
勤
・
在
学
の
万

種
別

▽
小
・
中
學
生
・・・
学

年
別
紅
白
高
点
試
合

マ
段

外
の
部
、
女
子
の
部
、
有
段

者
の
部
(
段
位
別
)
・・・
ト
ー

ナ
メ
ン
ト

費
用

▽
小
学
生
:
齒
円

▽

中
學
生
以
上
・
:
刈
円

申
込
方
法

住
所
、
氏
名
、
年

齡
(
小
・
中
擘
儖

娑

学
年
)
、

身
長
、
体
重

、
亶
堅

謖
　

位
鷽
叨
記
Q

冫
入
、
費
用
を

啻

で
晏

審

留
で
郵
送
、

裘

縋

蕕
痔

参

旁

朗

限
a

研

甘

申
込
・
問
合
せ
先

原
島
久
武

〒
圀
千
佯
瓸
町
頂
卜
1
3

酋
l
～
1
{
a
3
8

・
卓
球
大
会

日
時
▽
一
般
の
部
…
t
月
1
2
　

貝

日
)

マ
中

学
生
の

部

・
:
4
月
2
6
E
(
日
)
、
い
ず
れ

も
午
前
1
時

B
i
t
t
>
1

般
の
部
・・・
江
非

体

窗
蚣

マ
中
単
生
の
部
:
鹿

癧

旨
贔

対
象

区
内
在
住
・
在
動
・
在

栄

芳

、
参

癶
洫
盟
<
R
員

偉
目

マ
易
T

・
中
単
生

、
3
9
　

歳
以
下
、
4
0歳
以
上

、
5
0歳

以
上
、
6
0歳
以
上

、オ

ー
プ

ン
(
年
齢
制
限
な
し
)

マ

女
子
・
:
中
学
生

、3
4歳
以

下
、3
5歳
以
上

、4
5歳
以
上
、

5
5歳
以
上

、オ

ー
ブ
ン
(
年

齢
制
限
な
し
)

※
L
人
―
種
ほ
ま
で
出
場
可

。

費
用

マ
中
誉
干
1
0
0
円

マ

一
般
…
刈
円
(

当
叺

直
接

会
場
へ
持
参
)

申
込
方
法
(

ガ
キ
に
住
所
、

氏
名
、
年
齢

、
勤
務
先
(

学

校
名
)
、所
属
チ
ー
ム
名
、
お

よ
ぴ
出
盪

晋

眞

記

申
込
期
限

―
月
3
1
匯
必
着

申
込
・
問
合
せ
先

▽
一
般
:
　

庄
司

雫

肪

〒
1
2
1西
伊
興

4
r
5

↑
H
a
(
3
(
{
5
　
3
}
2
u
3
8

▽
中
幸
生

…
堀
口
正
之

〒
圀
西
竹
の

畢
L
i
L

貴

中
学
校

内昔
(
3
8
9
9
)
1
1
9
1

・

弓
道
大
会

日
時
4

月
5

日
(
日
)
、
午
前

晶
撮
町

緑
町

礑
耨
(
些

に
公

園
内
)

対
象

区
内
在
住
・
在
動
の
方

曹

二

爵

費
用
5
0
0
円
(

当
日
、
矗

答

場
へ
持
参
)

申
込
方
法

往
復
(
ガ
キ
に
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
怜
別

、

夥

扈

艶

申
込
期
限
l
釘
ぼ
必
着

申
込
・
問
合
せ
先
名
倉
靖
　

〒
圀
千
住
大
川
町
?
6
　

き
(
9
)
I
L
7
0
4

・

軟
式
庭
球
大
会

日
時
4

自
5
日
(
日
)
、
午
前

9
時
(
囹
大
の
場
合
呼
A
　

口

ぱ
に
順
延
)

静

北
千
住
公
園
庭
球
場
、

ま
仭

璢

竹
橋
公
園
庭
球
場

対
象

高
校
伍
以
上
の

、
区
内

在
住
・
在
動
・
在
学
の
万
、

夸

癶
遖

哭

翼

偉
日

▽
男
子
・
こ

般
、虞
年
、

壮
年

▽
寫
す

・
一
般
、
吹

年

、
家
庭
婦
人

費
用

▽
一
般
・・・

孚

ム
千

网
円

▽
高
校
生
:
L

チ
ー

ム
千
円

申
込
万
法
隻
町
、氏
名
、参
　

加
楞
日
、電
話
貴
息
詛
　

の
っ
t
χ
、費
用
1
9
を
現
　

金
一
留
で
郵
送

申
込
期
限

―
月
2
0
吁
必
着

申
込
・
問
合
せ
先

嬰

怜

咆

〒
a
千
住
柳
町
2
8
-
2

a
(
Q
x
～
g
)
3
7
0
6

・

剣
道
大
会

日
時
t
月
卿
只
祝
)
、午
前
　

非
時
叩
分

場
所

燮

叉

ボ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
対
象

高
校
ま
以
上
の
、
区
内

在
住
・
在
動
・
在
学
の
方
、

布

癶
連

竪

翼

種
目

▽
個
人
戦

▽
段
扈
別

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
試
合

※
寫
f
の
爬
ほ
、叛
黔
卞
と

2
6
構
以
上
の
部
に
分
け
豕
y
。

費
用

嶺
円
(

傷
害
保
険
料
を

菖
)

申
込
万
法
住
所
、氏
名
、年
　

齢
、性
別
、段
位
、電
話
番
　

碍
乖
明
記
の
、冫
凡
、費
用
を
　

塋
t
雷
雲
豐
1

申
込
期
限
4

月
旦

孩

蓊

申
込
・
問
合
せ
先

野
中
廣
司

〒
謳
竹
の
罹
―
上
3
2卜
1
7
　

登
(
a
g

り
)
4
n
G
u

社会福祉講座

装いは
生きるよろこび

トーク&ファッションショー

い
よ
い
よ
眷
。
高
齢
の
万

も
、身
体
に
障
筈
の
あ
る
方

も
、
扣
レ
や
れ
を
し
て
痴
に

出
て
み
囂
尤
か
。(
ン
デ

ィ
キ
ャ
ッ
プ
ーラ
イ
フ
を
豐

か
に
遅

蜑

た
め
に

日
時
3
月
2
1
貝
土
)
、午
後
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青年センターの催し

子育て通信「ラッコ」づくり

子育ての体験や悩みを 素材に、
あなたも一緒に新聞をつくってみ
ませんか。
日時3月27日( 金) 、午前10時　～

正午
定員20 人( お子さんの同伴も可)
費用 無料
申 込方法 電話予約
場所・申 込・問合せ先 青年セン
ター03890 ―0061

グラウンドゴルフ
講習会・交流会

日時3月20日( 祝) 、午前10時～　
午後3 時( 午前9 時30分から受
付)

場所 区立東綾瀬中学校
対象 区内在住・在勤の方
定員70 人
費用 無料
※ 用具は貸出し ます。ただし 、お
持ちの方は持参してください。
申込方法 当 日、直接会場へ
問合せ先 本庁舎( 千住) ・体育振
興係 酋3882- 1111 ㈹

浮世絵展 桜の花の咲くころ
～江戸・東京、春の行楽～

春は花見、汐干狩り、神社仏閣
巡り など、江戸・東京の人 々が楽
し んだ行楽は多種多様。その風景、
風俗、文化は数々の浮世絵に描 か
れ、名所記や地誌等にも記さ れま
し た。
そこで、今回、郷土博物館では、
春゙の行楽 をテーマに、浮世絵

展を開 催します。ぜひご鑑賞くだ
さい。
展示期間前期… 3月22日～4　
月12日D 後期 … 4 月17日 ～5

月5 日
※ 毎週月曜日は休館。ただし、5
月4 日は開館し、5 月6 日を休館
します。また、5 月5 日、子供 の
日は無料公開し ます。
時間午前9時～午後5時( 入館　
は午後4 時30分 まで)

入館料a 大人… 20〔〕円> 小・中
学 生 … 1{ x}円 じ>団 体( 20 人以
上) は半額

場所・問合せ先 郷土博物館
113620- 9393

日本語ボランティア
養成講座

日本語がわからず困 っている外
国人や帰国者に、日本語を教える
ボラン ティアになり ませ んか。外
国語ができなくても 結構です。
日時4月15日～7月1日、9月　
2日～12月2日、1月13日～3　
月17日の釼週水曜日、午後2時　
30分～4時30分( 全33回)

場所 女性総合センタ ー( 1 月13　
日以降は、青年センタ ー)

対象 区内在住・在動・在学の 方
講師 澤邑やす子氏( 日本語学校
教師)

定員30 人( 抽選)
費用 無料( テキスト 代実費負担)
申 込方法 往復ハガキに住所、氏
名(フリガ ナ) 、年齢、職業、電
話番号、希望理由、および「日
本語ボランティア希望」と明記

申 込期限4 月2 日必着
申込・問合せ先 女性総合センタ
ー 〒123梅 田7- 33- 1 工
ル・ソフィア内

03880 ―5222

第6 回足立区観光写
真
コンク ール

審査結果& 展示会
今回は、前回を上回る157点 の応

募があり、審査の結果、次の方 々
が入選し ました( 敬称略) 。
推せん( 区長賞) 武田裕( 江北
五丁目)

特選( 観光協会会長賞) 曽 合湾
治( 伊興三丁目) 、太田裕行( 梅島
一丁目)

準特選 広瀬太一( =千住仲町) 、葛
西とみ子( 宮 城一丁目) 、高木哲

男( =F 住宮元町) 、成田良雄( 辰
沼二丁目)
入選 石坂佳世( 本木北町) ほか9　
人

佳作 山田申一( 保木間一丁目) 　
ほか14人
また、入選作品を次のとおり展

示します。ぜひご覧ください。
展示期間4月8日～13日( 13日　
は午後2 時まで)

展示 場所 エル・ソフ ィア3 階口
ビ ー

問 合せ先 観光協会事務局( 中央
本町庁舎 ・商工振興課内)

H3880 一一5191

「鹿浜しし舞い」武田裕氏

手話講習会 受講生募集
義筋教育を終了した区内在住・

在動・在学の方を対象に、初・中
級の手話講習会を行います。
なお、一度終了したコ ースの再

受講は認められません。
◆ 初級コース
日時C>A コース・・・毎週木曜日、
午前10時～正午C>Bコース…　
毎週水腫日、午後7時～9時

対象 初めて手話を学ぶ方
定員 各50人( 先着順)
令中級コース
日時C>A コース… 毎週土 曜日。
午後2時3( 吩～4時30分じ〉B　
コース… 毎週水 曜日、午後7 時

～9時
対象 初級終了程度、または簡単
な日常会話程度の手話技術取 得
者

定員 各40人( 先着順)
● 上級コース
日時毎週土曜日、午後2時3{ }分　～

4時30分
対象 冫4 月1 日現在で18歳以上
の方D 講習会終了 後。区内で
手話通訳活動を行う意 欲のある
中級終了者程度 の手話技術取得
者、または手話奉仕員登録者

※ 都の通訳者コ ース、指導者コー
スを終了し てい る方を除きます。

定員30 人( 入門試験合格者)
入門賦験4 月19日( 日) 、竹の塚
障害福祉館

- いずれも一
日程5月10日～2月28日( 各コ　
ースとも全40回)

場所 竹の塚障害福祉館
費用 テキスト代1, 200円程度
申込方法 返信用封筒と62円切手
を同封のうえ、住所、氏 名、職業 、
電話番号、希望 クラス( 朷・中級
の場合はA 、Bの別) を明 記して
郵送

申込期限3 月31日
申込・問合せ先 足立区 社会福祉
協議会 〒120千住1- 4- 18　　　　　　

03888 ―1550

RECYCLE　PAPER
森林資源を大切に

H. S. 240. 000


